
 

 

 

 

１０月９日  宇治田原の大峰山・荒木山      竹原順治       

山 名 宇治田原の大峰山・荒木山 山行名  10月例会 

ルート バス停下町～高尾集落～近畿ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ～大峰山～荒木山～バス停大宮道 

山行日 2023/10/09 天 候 曇り時々小雨 

参加者 

リーダー： 竹原(順)      サブリーダー：米田 

男性：宮内、藤井、佐々木、西川             

女性：竹原(絹)、岡本、山本、田中(み)、森田、多田     合計： 12  名  

ルート概略図  コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

ﾊﾞｽ停 

下町 

着  
大峰山 

着 10：45 

発 7：50 発 11；15 

田原川 
着 8：00 

電波塔 
着 11：20 

発 8：15 発 11：25 

高尾集落 
着 8：50 

荒木山 
着 11：35 

発 9：00 発 11：35 

ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ 

(トイレ) 

着 9：35 ﾊﾞｽ停 

大宮道 

着 13：20 

発 9：50 発  

展望台 
着 10：00 

 
着  

発 10：10 発  

天気予報では午前は曇り(降水確率 30％)午後から小雨（同 60％）ということで大変迷った

が①予報降水量は 0mm ②往路のほとんどが舗装された生活道なので万一の時は折り返せる、

という理由で十分な雨対策を条件に決行することにしました。予報通りの曇り空のもと、7:25

新田辺発のバスに乗車。下町で下車。工事中の高速道路をくぐって田原川を渡ったところの駐

車場で準備体操後、舗装された登り坂を高尾の集落目指して歩を進める。集落の弘法井戸で小

休止。ここから大きく迂回する舗装道をショートカットするため人家の間を抜けて山道に入

る。昨夜来の雨に濡れた草木をかき分けて神社に出ればそこから再び舗装道。スポーツランド

でトイレを借りた後、大峰山目指して山道に入るが、道が荒れていて地図通りに進めないこと

が判明。舗装道まで引き返してスポーツランドで疾走するオートバイを眼下に眺めながら歩を

進めて大峰山を目指す。山頂(506ｍ)は林立する林の中。視界はきかないが、幻想的な雲海の

中で少し早めの昼食をとる。ドコモの電波塔に立ち寄った後、荒木山(476m)をピストンで訪れ

る。下山は途中から管理道になる。記憶では沢伝いの岩場を下るコースのはずだったが、長々

と管理道を下る。このまま下山してしまうのかと思われた所でやっと沢に降りる分岐に到着。

ここから沢の岩道歩きを楽しんで山道に出て今日はお終いと思った所、付録があった。山道が

倒木で進めない。少し戻って再び沢の岩場伝いに下山していくことになった。そんなハプニン

グも乗り越え、予定より 1 時間早くゴールのバス停に着いた時、心配していた小雨が降ってき

た。 

下見なしの記憶に頼った近場の山行でしたが、山行中には心配していた雨にもほとんど会わ

ず、何とか楽しく下山できました。参加各位のご協力に感謝します。 

ヒヤリハット    なし 

下町 

高尾 

ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ 

大峰山 

荒木山 

大宮道 



 

 

 

 

大峰山、荒木山山行に参加して 

                           田中あけみ 

前日からの降水確率と空模様を気にしながら、秋の味覚の栗や初対面のアケビ、 

バイクのレースを見て、大峰山山頂へ。ただ霧雨と気温が低下。（こんな事は 

通常のことでしようが） 

帰路では沢を降る体験が出来て良かったです。 

4月からお世話になり、5回目の初心者の私に取って、初めての霧雨から雨で、 

体温調節の難しさを感じました。又 1人での参加でしたが、皆さん良い雰囲気で、 

緊張せずにすみました。重いのに、差し入れもありがとうございました。 

 

                            藤井満博 

曇りがち、小雨に煙る大峰山・荒木山登山でした。 

それがかえって風情のある登山となりました。 

山の木々も薄い雲に覆われ、幻想的な雰囲気を作り出します。 

現実の世界では味わえない道を緩やかに進みます。 

また沢下りは楽しかった。 

滑りそうでこけそうで、なかなか前に進みません。 

日頃の運動不足からの体の硬さを実感。柔軟性向上の課題を発見。 

ここで一句 

沢下り コチコチの体で バランスとり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


